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2．緊急時対策所の直接線，スカイシャイン線評価方法について 

原子炉格納容器からの直接線，スカイシャイン線評価では，重大事故時等に原子炉格納容器内

に放出された核分裂生成物を線源としている。 

このため，原子炉格納容器からの直接線，スカイシャイン線評価では，以下のとおりモデル化

を行っている。 

 

(1) 原子炉格納容器のモデル化 

 

原子炉格納容器外部遮蔽の厚さは，ドーム部 30 cm～100 cm，円筒部 100 cm であるが，線量計

算では，安全側にマイナス側許容差を考慮してドーム部 29.5 cm～99.5 cm，円筒部 99.5 cm の厚

さでモデル化する。また，形状は原子炉格納容器自由体積及び内径を保存してモデル化し，直接

線量を QAD コード，スカイシャイン線量を SCATTERING コードで計算している。 

なお，原子炉格納容器内の放射性物質は自由空間容積に均一に分布しているものとして計算し

ている。具体的には，原子炉格納容器内の放射性物質はドーム部，円筒部に均一に分布している

ものとしている。ただし，代替原子炉格納容器スプレイを使用するため，粒子状放射性物質の沈

降が期待でき，これらは運転床レベル以下の自由空間容積に均一に分布しているものとして計算

している。 

 
原子炉格納容器モデル化概略図 
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枠囲みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。 
























































































